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全日本教員バスケットボール選手権大会
「おいでませ！山口国体バスケットボール競技リハーサル大会」
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期
日

2010年（平成22年) 8月11日(水)

会
場

○(滋賀県)

10:00 男子3回戦

滋賀教員 112 46 日体大OB

(北海道)●
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滋賀教員 日体大OB
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As

6 ＊ 27 1 12 0 1 3 5 4 ＊ (C) 3 1 0 0 3 4 0

7 2 0 1 0 4 5 3 5 - - - - - - -

8 ＊ (C) 17 1 7 0 4 2 2 6 - - - - - - -

浦 崎 楽

松 尾 諭

36:57 －

北 脇 昭 宏

金 田 涼 慈

北 脇 俊 宏

選　手　氏　名 選　手　氏　名

白川部 元

－ － － －
OT1 OT2

タイム・アウト（経過時間） タイム・アウト（経過時間）
１Ｑ・２Ｑ ３Ｑ・４Ｑ OT1 OT2

－03:28 13:45 25:33 34:28
１Ｑ・２Ｑ ３Ｑ・４Ｑ

17:46 － －
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8 ＊ (C) 17 1 7 0 4 2 2 6 - - - - - - -

11 ＊ 15 1 5 2 1 4 3 7 ＊ 6 0 2 2 2 1 3

12 ＊ 6 0 3 0 0 9 4 8 - - - - - - -

13 16 4 1 2 2 0 2 9 ＊ 8 0 3 2 2 5 0

14 17 3 3 2 1 7 1 10 0 0 0 0 0 1 1

15 ＊ 12 0 6 0 2 9 2 11 - - - - - - -

18 - - - - - - - 12 - - - - - - -

13 ＊ 21 1 9 0 3 12 0

14 ＊ 8 0 4 0 2 21 2

T.ｺｰｴﾝﾎｰｳﾞｪﾝ

松 尾 諭

小 野 徹

津 田 亮 太

冨 士 将 司

北 脇 昭 宏

関 原 大 治

田 畑 亮

渡 辺 卓

清 水 覚 大

奥 田 耕 士

大 平 征 司

宮 崎 雄 也

武 田 大 輔

西 堀 亮

大 野 雅 俊
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14 8 0 4 0 2 21 2

15 - - - - - - -

16 - - - - - - -

17 0 0 0 0 0 2 1

18 - - - - - - -

112 10 38 6 15 39 22 46 2 18 4 12 46 7

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル　Ｒ…リバウンド　As…アシスト

中 村 典 之

清 水 純

佐 藤 良 太

コーチ 白川部 元

合計 合計

清 水 覚 大

岩 本 恭 明

片 桐 弘 樹 コーチ
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戦　　評

1Q 両チームハーフコートマンツーマン。北海道は、#13や#14のｲﾝｻｲﾄﾞﾌﾟﾚｰで得点を狙うが、滋賀の厳しいディフェ

ンスを攻め倦み、4分間ノーゴール。滋賀は#8の1対1を軸に加点していく。滋賀の厳しいディフェンスが北海道のミスを

誘い始める。滋賀は速攻に加え、#15のインサイド、#6の1対1、#14のジャンプシュート等多彩な攻めで順調に加点。28-

7と北海道にとっては苦しい立ち上がりとなる。

2Qに入っても滋賀はディフェンスの手を緩めることなく圧力をかけ続ける。3分間の膠着状態を抜け出したのは滋賀の3

連続速攻。ここから滋賀は怒涛のような攻めで一気に点差を拡げにかかる。北海道も#13や#14のインサイドで加点する

ものの 50-17滋賀リードで前半終了
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記載者 田中　英幸 （所属） 山口県バスケットボール協会

1Q 両チームハーフコートマンツーマン。北海道は、#13や#14のｲﾝｻｲﾄﾞﾌﾟﾚｰで得点を狙うが、滋賀の厳しいディフェ

ンスを攻め倦み、4分間ノーゴール。滋賀は#8の1対1を軸に加点していく。滋賀の厳しいディフェンスが北海道のミスを

誘い始める。滋賀は速攻に加え、#15のインサイド、#6の1対1、#14のジャンプシュート等多彩な攻めで順調に加点。28-

7と北海道にとっては苦しい立ち上がりとなる。

2Qに入っても滋賀はディフェンスの手を緩めることなく圧力をかけ続ける。3分間の膠着状態を抜け出したのは滋賀の3

連続速攻。ここから滋賀は怒涛のような攻めで一気に点差を拡げにかかる。北海道も#13や#14のインサイドで加点する

ものの、50-17滋賀リードで前半終了。

3Qも流れは変わらず、滋賀の選手が縦横無尽にコートを駆け巡り、39得点の猛攻をみせる。89-29と滋賀がリードを拡げ

て3Q終了。

4Qに入ると北海道は#13が3Pを含む13得点と一人気を吐いたが、滋賀も#13が3P4本等で得点していく。結局最後までディ

フェンスの手を緩めることなく厳しいディフェンスと速攻を徹底した滋賀が112-46で快勝した。
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